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＜タイトル＞

大豆の落ちこぼれを救う遺伝子を発見

－機械収穫に対応した効率的な品種開発に期待－

＜当該研究成果のポイント＞

日本で栽培される多くの大豆品種は、成熟して乾燥するとさやがはじけ

すすく、収穫前や収穫作業時に豆が畑に落下（脱粒）し、大きな損失を被る

ことがある。特に近年、コンバイン収穫が普及し、この問題が顕在化してい

る。 今回、こうした大豆品種の持つ、さやをはじけやすくする遺伝子（Pdh

1）を明らかにし、この遺伝子の機能を失った大豆は、成熟後乾燥してもさ

やがはじけにくく、機械収穫に適した性質を持つことを示した。

＜期待される効果・今後の展開など＞

Pdh1遺伝子を目印としたDNAマーカーを利用して子孫を選抜することによ

り、さやがはじけにくく脱粒しにくい、実質収量が向上した品種を効率的に

開発できる。農研機構では、本成果を利用して、「サチユタカ」、「フクユタ

カ」などの主要品種に、さやがはじけにくく、脱粒しにくい性質を付与した

品種を短期間で開発した（「サチユタカA１号」、「フクユタカA１号」等）。

さらに、国内の多くの大豆品種の育成場所でこのDNAマーカーを利用して品

種開発されており、今後、同様の性質を持った新品種が続々と誕生する予定

である。
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大豆の落ちこぼれを救う遺伝子
－機械収穫に対応した品種開発に弾み－

• 本来、ダイズは成熟し乾燥すると、
種子（豆）を散布して、より広い
範囲に子孫を残すために、さやの
はじけを促進する遺伝子Pdh1を
もっている。

• そのため刈り遅れると収穫ロスが
生じる。

図１．さやがはじけて大豆が
落ちている畑
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図３．さやがはじけにくい性質を導入し、実質収量が向上した品種を
育成

さやがはじけにくい品種は、元の品種に比べて、
条件により50～60kg/10aもの単収アップが図
られる場合がある。

注：この資料で「ダイズ」は植物体、「大豆」は豆を指す。
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Pdh1のDNAの91番目の塩基がAからTに変異
することにより、さやのはじけを促進する機
能が失われる。

Pdh1：ATG GGT・・・AAG ・・・TGG TGA

Pdh1：ATG GGT・・・TAG ・・・TGG TGA
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図２．さやのはじけやすさを決めるPdh1遺伝子の塩基配列の差異
（左）とマーカーによる検出（右）


